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■介護老人保健施設　それいゆ
TEL0577-35-3030

■ケアプランセンター　それいゆ
TEL0577-35-3770

■桐 生 ク リ ニ ッ ク
TEL0577-35-3880　FAX（共通）0577-35-3063

■それいゆ訪問看護ステーション
TEL0577-37-5260

■折 茂 医 院
TEL0577-34-5025

■デイサービスセンター　べれる
TEL0577-36-7077

■ヘルパーステーション　それいゆ
TEL0577-37-3360

■病 児 保 育 室 プ テ ィ そ れ い ゆ
TEL0577-35-2525

■シ ョ ー ト ス テ イ 　そ れ い ゆ
TEL0577-35-0710

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

一
年
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
二
〇

一
〇
年
に
全
人
口
の
二
十
三
％
と
な
り
世
界
で
最
も
早

く
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
九

月
十
五
日
の
時
点
で
百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
前
年
比
三

六
二
〇
人
増
の
五
万
一
三
七
六
人
と
な
り
、
四
十
二
年

連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
高
齢

化
は
今
後
五
十
年
は
さ
ら
に
進
行
し
、
高
齢
化
率
は
二

〇
六
〇
年
に
は
三
九
・
九
％
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
に
は
高
齢
者
人
口
が
約
三
五
〇

〇
万
人
に
な
る
と
推
定
さ
れ
、
高
齢
世
帯
が
約
一
七
〇

〇
万
、
こ
の
う
ち
独
居
世
帯
が
五
七
〇
万
世
帯
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
、
単
身
、
あ
る
い
は

高
齢
者
夫
婦
な
ど
の
介
護
や
医
療
を
支
援
す
る
能
力
の

な
い
世
帯
が
増
加
し
ま
す
。
高
齢
化
に
対
処
す
る
た
め

二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険
制
度
が
作
ら
れ
介
護
保
険
関

係
の
福
祉
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
高
齢
者
の

三
・
五
％
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
ま
で
は
多
種

多
様
な
名
称
の
高
齢
者
住
宅
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
に
も
複
雑
で
、
自
分
に
合
う
高
齢
者
住
宅
を
選
択
す

る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
昨
年
四
月
の
改
正
で
『
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
』
と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
一
定
の
面
積
・
設
備
が
確
保
さ
れ
、
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
施
さ
れ
、
緊
急
時
対
応
や
安
否

確
認
、
生
活
相
談
、
日
中
の
常
駐
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
実
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、

介
護
予
防
か
ら
在
宅
看
取
り
ま
で
を
展
望
し
た
複
合
施

設
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
医
療
、
介
護
、
予
防
、

生
活
支
援
、
住
ま
い
、
五
本
の
柱
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す
。
現
在
、
年
間
の

死
亡
者
数
は
約
一
一
〇
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
八
十
％
以
上
の
方
が
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
医
療
費
赤
字
削
減
の
た
め
、
病
院
で
は
在
院
日
数

を
短
く
す
る
体
制
を
進
め
て
い
ま
す
。
慢
性
期
や
終
末

期
の
病
態
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
病
院
で
診
る
必
要
が

な
い
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
病
院
外
へ
出
さ

れ
た
慢
性
期
や
終
末
期
の
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
場
所

の
確
保
も
必
要
で
す
。「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
」
が
ど
ん
ど
ん
新
設
さ
れ
て
も
十
分
な
解
決
策
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
は
健
康
な
高
齢
者
が
歩
い
て
暮
ら
せ
る
場
所

に
、
そ
し
て
介
護
予
防
や
医
療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
安
心
し
て
介
護
予

防
か
ら
終
末
期
ま
で
任
せ
る
事
が
で
き
る
複
合
施
設
、

「
レ
ザ
ミ
ひ
だ
」
を
昭
和
町
二
丁
目
に
作
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
が
進
む
超
高
齢
化
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
先
進
的
施
設
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
の
社
会

的
孤
立
を
解
消
し
て
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
な
か
機

能
の
役
割
も
果
た
せ
る
と
思
い
ま
す
。
更
に
、
飛
騨
で

唯
一
の
病
児
保
育
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
は
、
折

茂
佑
子
代
表
の
女
性
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
り
ま
す
。

多
世
代
交
流
を
視
野
に
お
い
た
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
、「
医
療
法
人
同
仁
会
」
と
「
株
式
会
社
レ
ザ

ミ
ひ
だ
」
は
、
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
環
境
づ
く
り
と
心
通

う
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
モ
ッ
ト
ー
に
連
携
し
て
努
め
て
参

り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

折茂理事長、谷口施設長、デイケアおよびリハビリスタッフ

折
茂 
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折
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謙
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医
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法
人
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仁
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理
事
長

医
療
法
人
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仁
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理
事
長

謹賀新年謹賀新年



感染予防と対策感染予防と対策
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感
染
対
策
委
員
会

施
設
へ
入
棟
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

●
外
出
か
ら
戻
ら
れ
た
際
、
御
面
会
の
方
な
ど
、
入
棟
さ
れ

る
際
に
は
１
階
リ
ハ
ビ
リ
室
手
前
に
あ
る
職
員
お
手
洗
い

と
、
お
風
呂
横
の
洗
面
所
に
て
「
う
が
い
・
手
洗
い
」
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
受
付
前
に
は
手
指
消
毒
器
と
マ
ス
ク
が
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
体
調
不
良
の
方
、
ご
家
族
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染

者
が
い
る
場
合
に
は
、
洗
濯
物
の
受
け
渡
し
を
事
務
室
に
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
末
で
勤
続
十
年
を
迎
え

た
職
員
二
名
の
特
別
表
彰
が
、

十
二
月
二
十
日
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
に
て
行
わ
れ
、
理
事
長
よ

り
感
謝
状
と
記
念
品
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

・
介
護
老
人
保
健
施
設
そ
れ
い
ゆ

　

通
所
室
准
看
護
師村

川
ノ
エ
子

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
そ
れ
い
ゆ

　

介
護
福
祉
士　

梶
田
美
里

　

毎
年
十
一
月
か
ら
大
流
行
す
る
感
染
症
と
い

え
ば
、
全
般
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ふ
た
つ
で
、
今
年
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
去
年
の
十
一
月
よ
り
大
流
行

し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
に
と
毎
日
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
い
ゆ
で
は
、
こ
の
時
期
は
感
染
対
策
委

員
会
の
活
動
を
強
化
し
、『
持
ち
込
ま
な
い
・

拡
げ
な
い
・
持
ち
出
さ
な
い
』
の
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
面
会
者
の
方

の
手
洗
い
励
行
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

ま
た
、
咳
や
下
痢
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
の
面

会
制
限
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

職
員
教
育
と
し
て
、
毎
年
勉
強
会
を
開
催
し

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
実
演
を
行
い
、
更
に

吐
物
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で

き
る
よ
う
各
フ
ロ
ア
に
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

職
員
全
員
が
一
致
と
な
り
、
迷
わ
ず
・
慌
て

ず
・
素
早
く
処
理
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
常
に

意
識
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
現
在
利

用
者
様
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
染
率
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
々
早
期
発
見
に
努
め
、
今
後
も
介

護
・
看
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
視
覚
化
す
る
な
ど
予

防
体
制
の
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

勤
続
十
年
表
彰



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

昨
年
同
様
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
れ
い
ゆ
は
平
成
九
年
八
月
の
開
所
で
す
が
、
私
は
平

成
十
一
年
四
月
利
用
者
数
二
名
か
ら
十
四
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
月
の
利
用
者
数
は
、
百

三
十
名
あ
ま
り
と
な
り
、
慌
た
だ
し
さ
は
隠
し
切
れ
ま
せ

ん
が
、
職
員
一
同
笑
顔
だ
け
は
絶
や
さ
ぬ
よ
う
心
が
け
、

利
用
者
様
が
そ
れ
い
ゆ
へ
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
所
当
時
と
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
療
法
士
の
増
加
に

伴
い
、
リ
ハ
ビ
リ
の
種
類
・
内
容
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

利
用
者
様
の
尊
厳
あ
る
自
立
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
の

方
の
身
体
機
能
や
精
神
機
能
、
認
知
機
能
を
評
価
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
、
各
機
能
の
向

上
、
若
し
く
は
低
下
防
止
に
努
め
、
そ
の
方
の
生
活
者
の

視
点
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
（
生

活
期
）
が
送
れ
る
よ
う
に
日
々
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
そ
れ
い
ゆ
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
長
年

築
き
上
げ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
を
、
ど
ん
な
形
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
公
表
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
同
業
者
の
大
会
で
は
何
回
か
の
発
表
の
場
が
あ
り

ま
す
が
、
是
非
、
ご
家
族
様
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
に

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
折
に
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
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介
護
長　

柚
原  

一
仁

介
護
長　

柚
原  

一
仁

年
も

し
上

は
平

よ
う百

ま
せけ

、
境
が

9：00

11：45

12：00

12：45
14：00

15：00
15：45

来所
うがい・手洗い・健
康チェック
リハビリテーショ
ン
入浴・レクリエー
ション
嚥下体操（食事前
の体操）
昼食
口腔ケア（うがい・
義歯洗浄）
くつろぎタイム
体操
団体レクリエー
ション
おやつ
帰宅バス出発

１日の流れ平成25年１月　レクリエーション予定表
日 曜
1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日
10日
11日
12日
13日
14日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

弁天様 布袋様 恵比寿様 文化クラブ

書道

俳句

押し花

書道

お正月

新春！！歌ビり♪

歌ビリ　～楽器でポン♪～　
書初め「今年の抱負」
書初め「今年の抱負」
書初め「今年の抱負」
法話　～了因寺～

コーラス訪問♪
おやつ作り　＆　トンネルくぐり
歌ビリ　～楽器でポン♪～　
とんとこ相撲　～1月場所～
みんなでカラオケ♪

ビンゴゲーム
シェルブル♪
とんとこ相撲　～1月場所～
お面作り♪
棒サッカー　＆　新聞読み

1月生まれの誕生会♪
1月生まれの誕生会♪
1月生まれの誕生会♪
お茶会　＆　トンネルくぐり

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
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今年の文化祭は各フロアの作品紹介と、毎月２回行われている書道教室の金子晴美先生が参加され、
作品のご案内と講評をいただきました。
今年も素晴らしいたくさんの作品に出合う事ができました。

11
今年の文化祭は各フロアの作品紹介と、毎月２回行われている書道教室の金子晴美先生が参加され、
作品のご案内と講評をいただきました。
今年も素晴らしいたくさんの作品に出合う事ができました。

● ○ ● ○ ●　それいゆ文化祭　● ○ ● ○ ●

３階入所者の作品紹介

デイケア利用者の作品紹介

４階入所者による「森の水車」で歌と体操２階入所者の作品紹介
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クリスマス会クリスマス会

　ハンドベルの演奏とクリスマスソングの歌の発表、
最後には一枚一枚手作りされたクリスマスカードを
学生さんから手渡しでプレゼントしていただきまし
た。ありがとうございました。

　12月13日、飛騨高山高校の生活文化科３年生の
「家庭看護・福祉」選択者29名がいらっしゃいました。
　ハンドベルの演奏とクリスマスソングの歌の発表、
最後には一枚一枚手作りされたクリスマスカードを
学生さんから手渡しでプレゼントしていただきまし
た。ありがとうございました。

　12月25日には毎月歌とフルートとピア
ノの演奏をしてくださるシェルブルさん
がたくさんのクリスマスソングを演奏し
てくれ、利用者様は鈴を鳴らしたりと綺
麗な音色が一階フロアに響き渡りました。
　また、各フロアではそれぞれクリスマ
ス会が行われました。

　12月25日には毎月歌とフルートとピア
ノの演奏をしてくださるシェルブルさん
がたくさんのクリスマスソングを演奏し
てくれ、利用者様は鈴を鳴らしたりと綺
麗な音色が一階フロアに響き渡りました。
　また、各フロアではそれぞれクリスマ
ス会が行われました。

　12月1312月13
「家庭看「家庭看護

3日 飛騨高山高校 生活文化科3日 飛騨高山高校 生活文化科3月 3
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　12月28日、それいゆ餅つき大会
が開催されました。「よいしょ」の
掛け声に合わせて杵を力いっぱい
ふってお餅をつきました。
　その後は各フロアへ戻り、皆で
花餅造りです。みんなで輪になっ
て今年も立派な花餅が出来上がり
ました。
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が開催されました。「よいしょ」の
掛け声に合わせて杵を力いっぱい
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　その後は各フロアへ戻り、皆で
花餅造りです。みんなで輪になっ
て今年も立派な花餅が出来上がり
ました。

　１月14日、清見の「コーラス
かわせみ」の皆さんが歌を披露し
てくださいました。
　「翼をください」や「東京物語」
という、昭和初期の物語の中に歌
が入ったものなど全部で５曲ほど
歌って下さいました。

　１月14日、清見の「コーラス
かわせみ」の皆さんが歌を披露し
てくださいました。
　「翼をください」や「東京物語」
という、昭和初期の物語の中に歌
が入ったものなど全部で５曲ほど
歌って下さいました。

10月16日から３日間、それいゆのお風呂では
イベント入浴のりんご湯が開催されました。
たくさんのりんごがお湯に浮かび、
いつもと違ったお風呂にゆったりつかって
心も体も温まりました。

10月16日から３日間、それいゆのお風呂では
イベント入浴のりんご湯が開催されました。
たくさんのりんごがお湯に浮かび、
いつもと違ったお風呂にゆったりつかって
心も体も温まりました。



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
は
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
業
務
は
順
調
に
推

移
し
て
お
り
、
こ
れ
も
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ
は
開
設
し
て
五
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
節
目
の
年
に
職
員
一
同
、

皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
質
の
高
い
ケ
ア
を
目
指
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
々
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
質
の
高
い
ケ
ア
と
は
、
ど
の
よ

う
な
事
を
行
え
ば
良
い
か
、
過
去
の
経
験
の
中
か
ら
改
善
す
る

点
は
な
い
か
、
一
つ
一
つ
具
体
的
に
問
題
を
抽
出
し
て
改
善
し
、

全
て
の
職
員
が
そ
れ
を
共
有
化
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
質

の
高
い
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ア
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
ご
利
用
者
様
、

そ
し
て
ケ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
ヘ
ル
パ
ー
が
共
に
満
足
の
行

く
ケ
ア
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
ケ
ア
を
成
し
得
る
に
は
、
や
は
り
お
互
い
の
信
頼

関
係
と
技
術
の
向
上
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に

は
、
ご
利
用
者
様
か
ら
の
色
々
な
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
事
で
も
結
構

で
す
の
で
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
し
く
は
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ

い
ゆ
に
ご
相
談
し
て
頂
き

た
く
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ
を

利
用
し
て
良
か
っ
た
と
、

心
か
ら
喜
ん
で
頂
け
る
ケ

ア
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
い
ゆ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
リ
ハ
ビ
リ
部
門
が
開

設
さ
れ
て
二
年
半
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
部
門
に
は
現
在
、
理
学
療
法
士
一
名
と
、
私
、

作
業
療
法
士
一
名
の
計
二
名
所
属
し
て
お
り
、
ご
利
用
者
様

や
ご
家
族
様
が
少
し
で
も
安
心
・
安
全
・
安
楽
に
在
宅
生
活

で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

訪
問
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
助
方
法

の
指
導
や
福
祉
用

具
・
住
宅
改
修
の

相
談
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
利
用

者
様
や
ご
家
族
様

の
ご
期
待
に
そ
え

る
よ
う
、
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
山
中
教
授
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
や
、
再
生
医
療
な
ど
夢
の
よ
う
な
医
療
が
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い
進
歩
の
中
で
、
私
達
医
療

従
事
者
は
日
々
の
情
報
を
取
り
入
れ
て
自
己
啓
発
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

折
茂
医
院
で
は
医
師
二
名
、
看
護
師
五
名
、
医
療
事
務
三

名
の
計
十
名
の
職
場
で
す
。
医
院
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
患
者

さ
ん
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

　

毎
日
、
注
射
や
電
気
治
療
に
通
院
し
て
み
え
る
顔
な
じ
み

の
患
者
さ
ん
も
い
れ
ば
、
初
め
て
当
院
を
受
診
さ
れ
病
気
に

つ
い
て
不
安
な
患
者
さ
ん
も
み
え
ま
す
。

　

私
達
ス
タ
ッ
フ
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
患
者
さ
ん
に
接
す

る
時
、
優
し
く
丁
寧
に
目
配
り
・
気
配
り
を
し
、
適
切
な
医

療
や
看
護
を
提

供
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
行

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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高
野
管
理
者　

１
年
を
振
り
返
り
、
介
護
者
の
皆
様
は
よ
く
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
私
は
、
親
の
介

護
を
こ
こ
ま
で
で
き
る
か
し
ら
と
。
ま
た
、
利
用
者
様
の
年
齢

に
自
分
が
達
し
た
と
き
に
、
同
じ
よ
う
に
凛
と
し
て
い
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
き
続

け
る
こ
と
へ
の
尊
厳
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

寺
田　

複
雑
な
介
護
保
険
を
１
回
で
理
解
さ
れ
る
方
は
少
な
い

で
す
。
ま
し
て
初
め
て
の
介
護
生
活
が
始
ま
る
時
に
は
不
安
が

大
き
く
、
色
々
な
事
に
悩
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
判
り
や

す
い
説
明
を
し
、
連
絡
・
調
整
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
、
生
活

に
繋
が
る
事
で
あ
る
と
再
認
識
し
、
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

森　

新
年
を
迎
え
新
た
な
気
持
ち
で
こ
の
１
年
を
過
ご
せ
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
未
だ
に
問
い
直
し
続
け
る

日
々
で
す
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
笑
顔

で
、
お
一
人
お
一
人
に
寄
り
添
い
、
ほ
ん
の
少
し
自
分
ら
し
い

生
活
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鮎
川　

ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
働
き
始
め
て
３
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
改
め
て
利
用
者
様
の
生
活
や
人
生
に
関
わ
る
仕
事
で
あ
る

こ
と
に
責
任
を
大
き
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
力
に

な
れ
る
よ
う
に
日
々
学
び
な
が
ら
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

る
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

牛
丸　

早
い
も
の
で
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
１
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
理
事
長
は
じ
め
諸
先
輩

方
の
ご
指
導
の
も
と
、
失
敗

を
繰
り
返
し
な
が
ら
格
闘
の

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
利
用
者
様
、
ご

家
族
様
の
立
場
に
た
っ
た
よ

り
良
い
プ
ラ
ン
が
提
供
で
き

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
毎
日
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
お

や
つ
作
り
・
季
節
行
事
は
、
楽
し
ん
で
頂
く
だ
け
で
な
く
、

機
能
訓
練
の
為
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
期
待
し
た
生
活
リ
ハ
ビ

リ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
生
活
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
運
動
的
な
動
き
を
組
み
込
み
、
散
歩
や
歩
行
訓
練

等
ご
希
望
を
取
り
入
れ
、
ご
自
身
の
残
存
能
力
を
活
か
し

て
、
楽
し
く
満
足
し
て
お
帰
り
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く
お
話
し
下

さ
い
。

　

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
急
な
仏
事
・
結
婚
式
や
旅
行
等
日

程
が
決
ま
っ
て
い
る
時
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
発
熱
や
医
療

的
処
置
が
あ
る
た
め
、
他
で
は
ご
利
用
で
き
な
い
方
、
お
困

り
の
時
は
い
つ
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
中

に
受
診
も
可
能
で
す
。

　

ご
自
宅
で

の
生
活
が
続

く
事
の
一
端

と
し
て
、

困
っ
た
時
・

行
き
た
い
時

の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
あ

る
よ
う
、
今

年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
今
年
、
初
め
て
伊
勢
神
宮
に
お
参
り
し
、
清

ら
か
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
、
眠
り
こ
け
て
い
る
わ
が
子
の
顔
に
、
幼
少

の
こ
ろ
の
面
影
を
探
し
な
が
ら
、
様
々
な
思
い
出
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
自
信
を
な
く
し
た
日
々
。
泣
い
た

り
、
怒
っ
た
り
、
は
ら
は
ら
し
た
り
。
で
も
子
供
の
笑
顔
に

癒
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
、
成
長

に
驚
き…

。
子
供
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
は
計
り
知
れ

ず
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
も
の
で
す
。

　

今
、
家
族
が
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
実

感
し
、
我
が
家
を
巣
立
っ
て
い
く
ま
で
の
あ
と
数
年
間
を
、

慈
し
ん
で
過
ご
し
た
い
と
改
め
て
感
じ
た
新
年
の
ひ
と
時
で

し
た
。

　

私
た
ち
が
病
児
保
育
室
で
お
預
か
り
し
て
い
る
子
供
た
ち

は
、
そ
の
親
さ
ん
に
と
っ
て
の
、
命
よ
り
大
切
な
宝
も
の
で

す
。
宝
も
の
を
託
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
気
を
引
き
締
め
、
安
全
で
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
病
児
保
育
室
の
運

営
に
、
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
仕
事
と

育
児
の
両
立
に
、
い

き
い
き
輝
く
働
く
親

さ
ん
た
ち
を
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
て
い

き
ま
す
！

　

今
年
も
一
年
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ち
ら
ほ
ら
と
「
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
」
と
い

う
言
葉
が
聞
こ
え
て

き
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
体
調
は
い
か
が
で

す
か
。

　

歳
時
記
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
十

二
月
に
高
山
高
校
三
年
生
の
生
徒
さ
ん
が

慰
問
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
か
わ
い
ら
し
い
音
や
、
き
れ
い
な
歌
声

が
フ
ロ
ア
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
歌
声
を
聴
い
て
涙
す
る
利

用
者
様
が
い
ま
し
た
。
今
ま
で
に
も
舞
踊

や
合
唱
な
ど
数
多
く
の
方
々
が
慰
問
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
利

用
者
様
の
涙
す
る
姿
を
私
は
何
度
か
目
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

は
そ
の
涙
す
る
利
用
者
様
を
見
た
生
徒
さ

ん
数
名
が
涙
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
し

た
。
そ
の
生
徒
さ
ん
が
ど
う
思
っ
た
の
か

私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
も
も
ら
い

泣
き
を
し
て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い
な
ぜ

か
心
が
ポ
ッ
と
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

あ
る
人
か
ら
「
過
去
と
他
人
は
変
え
ら

れ
な
い
。
未
来
と
自
分
は
変
え
ら
れ
る
。

変
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
。
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
エ

リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
博
士
の
言
葉
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
人

生
を
ど
の
道
に
進
む
の
か
選
択
し
、
挑
戦

し
て
い
く
学
生
さ
ん
達
に
今
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
だ
な
ぁ
と
感
じ
る
と
共
に
、
私
達
に

も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

過
去
の
嬉
し
い
こ
と
や
辛
か
っ
た
こ
と
は

も
う
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
や
こ
れ
か

ら
が
ど
ん
な
人
生
に
な
る
の
か
は
自
分
次

第
で
す
。
新
し
い
年
に
な
っ
た
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
何
か
始
め
て
み
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
坂
上
）

同仁会 HPアドレス  http://www.ori-doujinkai.or.jp

　介護保険にはなかなか聞き慣れない言葉が多く分かりにくい点もあると思います。たとえば訪問介護
事業所…ヘルパーと言えば分かる方もいると思います。
☆『小規模多機能型居宅介護サービス』ってどのようなサービス？
　初めて聞かれるサービスだと思います。（医）同仁会では「シャロン・ド・それいゆ」として今春オープ
ンに向けて準備中です。平成18年度より制度化されましたが、高山市内では初めてとなるサービスです。
☆『高齢者が住みやすい地域は、誰にとっても住みやすい地域』という言葉をお聞きになられたことは有
るでしょうか？『将来、認知症になってしまった時にどのような生活が送りたいですか?』不安なことも
多いと思います。
○『小規模多機能居宅介護サービス』とは、住みなれた地域で安心して暮らせるように、そんな期待にこ
たえられるサービスです。
 ・基本は『通い』が中心です。自宅でのサービスが必要な利用者には『訪問』させていただきます。必
要な時に『泊まっていただく事』も出来ます。顔な
じみの職員が対応します。

 ・利用するには登録が必要となり、１事業所で登録で
きる人数は25人までです。

 ・費用は介護度により１カ月の定額制になっていま
す。

 ・運営に関しては、地域の有識者や家族による運営推
進会議が義務付けられています。会議を通し地域の
人が集い、情報の交換や共有することにて「暮らし
やすい地域」を共に考えていきます。

　本当に誰もが望んでいる生活が実現出来るような介
護保険のサービス利用を一緒に考えていきましょう。

『小規模多機能型居宅介護サービス』について　『小規模多機能型居宅介護サービス』について　『小規模多機能型居宅介護サービス』について　
（仮称）シャロン・ド・それいゆ開設準備室管理者　牧 田  　 功


